
小糸道路その７工事

本工事は、一般国道４１号猪谷楡原道路 延長７．４㎞のうち、富山市舟渡～小糸地先 ６
６０ｍ間において、本線路体盛土(15,900㎥) 、補強土壁工（1,030㎡）及び市道伏木舟渡線
の付替工（延長28.0m）等を施工する工事である。
なお本工事の課題としては、豪雪地帯であるため10月～12月中旬までの約２ヶ月半で盛
土工を完了する必要があった。
また、盛土形状は、片側が補強盛土で且つ天端部に小段排水を設置する設計となってお
り、工期短縮を図るため作業効率の向上が課題であったことから、 本線盛土工及び補強
盛土工等においてＩＣＴ技術を活用し、作業効率の向上を図った。

課題① 施工期間の制約

課題② 複雑な盛土形状

施工にあたっての課題

。



小糸道路その７工事

当該現場でのＩＣＴ活用例①

＜補強土壁工等の作業効率化＞

・

・



小糸道路その７工事

当該現場でのＩＣＴ活用例②

＜現場事務所での一元的な施工状況把握による
管理業務の効率化＞

。

当該現場でのＩＣＴ活用例③

＜小規模な施工での活用による作業の効率化＞


